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窓取付け用の下地を施工し、外壁面
に構造用合板を張る。
左右の窓枠取付け用下地に構造用合
板と同じ厚みの「面合わせ材」を取り
付ける。
複層ガラスのテラス窓は重量がある
ため、また、窓枠がしっかりと掛かるよ
うにするため、窓枠取付け用下地は
H60mm以上のものを用いること。
窓の下部に防水シートを張る。防水
シートは、窓台の見込み部に折り込み
ながら張ることが重要。
窓枠取付け用下地の端部は防水テー
プでコーナー張りをする。
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